
ポータルサイト「農キャリ北海道」のトップページ。

企業紹介や先輩の声など、具体的な情報が充実している。

単なる条件の羅列ではなく、
具体的なイメージがわく情報を盛り込む。

現地取材を行うことも。
より良いマッチングのため
心を砕く。

北海道農業の人材不足解消に
向けた採用支援DX
北海道の農業に特化した人事・経営支援サービスを提供する

ミライチ株式会社。農業法人や行政機関を主な顧客とし、採用
支援や人事評価制度の構築、事業承継支援などを通じて、持続
可能な農業経営の実現を支援している。2024年の設立以来、
農業分野における人材確保の課題に対し、専門的な知見とネッ
トワークを生かした支援を展開している。
近年、農業分野では深刻な人材不足が続いている。農林業セ

ンサスによると、基幹的農業従事者は2020年には約136万人
まで減少し、2005年との比較で約4割減となった。65歳以上の
割合が約7割を占める一方、49歳以下の若年層は約1割程度に
とどまり、担い手不足が急速に進んでいる。道内の農業法人から
も「応募者が集まらず、人材が確保できない」という声が多く寄せ
られており、採用環境の改善が急務となっていた。
さらに同社でも、従来以上の求人業務サポートを求めるニー
ズが高まっていたことから、本事業で採用支援業務のデジタル化
による新たな仕組みづくりに取り組んだ。

課題解決に向け、同社は道内農業法人などと全国の就農希望者を結び付けるオンライン求人ポータルサイトの構築
に取り組んだ。本サイトでは、求人受付から決定までのプロセスを一元管理する仕組みを整備し、従来は担当者ごとに
分散していた求人情報や面談記録などのデータをポータル上で統合管理する。
また、農業法人などが自ら求人情報を登録・更新できる管理機能や、求職者が地域や職種、条件から求人を検索・応
募できる機能を整備し、全国の就農希望者が24時間アクセスできる環境を実現。応募状況や採用結果などをリアルタ
イムで共有できる進捗管理機能も導入し、採用プロセスの効率化とスピード向上を図る。
加えて、サイト内には就農や移住に関する情報、各自治体の支援制度なども掲載する予定だ。移住に必要な情報を一

つのサイトで確認できることで、求職者が複数のサイトを行き来して情報を集める負担を減らし、地域の生活環境や制
度を理解したうえで応募できる環境を整える。こうした仕組みにより、就農後のミスマッチ防止と円滑な人材確保を実
現していく。

全国の就農希望者と農業法人を
つなぐ求人ポータルの構築

https://mira-ichi.co.jp/URL

初めての活用でしたが、手続
きの流れが分かりやすく、申
請から報告までの作業をデジ
タルで完結できたため、スムー
ズに進めることができました。 代表取締役／宮部　尚樹

ヒアリングでは
貴重な意見も

現地現物・課題解決の答えは現場にある | 北海道の農業・地方の中小企業支援に特化し、人事労務や経営課題解決に向け伴走支援を実施。
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ミライチ株式会社
札幌市北区北33条西2丁目1番15号KANTINE　TEL 011-769-9739
設立：令和6年5月　従業員数：5名　代表者：代表取締役　宮部　尚樹
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